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第２学年 国語科学習指導案
１ 単元名 ようすを考えて読もう 「お手紙」

２ 単元構想
こんな子どもだから（子どもの実態）

○関心・意欲・態度
日頃から子どもたちは読書に親しみ，本を読む楽しさにふれてきている。物語の学習に対して

も「主人公になっている気がする 「物語が楽しい」などと興味・関心も高い。一方 「物語が」 ，
長い 「難しい」などの理由で，物語の学習に抵抗を感じている子どもも少し見られる。」
○コミュニケーション能力

子どもたちは，登場人物になりきって音読や動作化を楽しみ，興味をもって活動することがで
きる。自分が考えたことを順序よく，相手にわかりやすく話そうという意識は個人差があり，苦
手意識をもっている子どももいるが，発表したいという意欲は高く，友達の話を聞こうとする姿
勢もだんだんと身についてきている。
○読む能力

これまでの学習で子どもたちは挿し絵を手がかりにして物語の展開を順序よくたどり，登場人
物の様子を想像しながら気持ちを考えて読むことができるようになってきた。音読や動作化した
内容を叙述とつないだり主語と述語に注意しながら読んだりして，読み取った内容を自分の言葉
で表現することも少しずつできるようになってきている。一方，登場人物に同化し読み取った内
容の中で，感心したり「～みたいにしたい」と考えたりしたことを，生活の中で生かしきれてい
ない面も見られる。

↓ ↓
こんな教材で（教材の価値） こんな支援を（学習活動の工夫）

【 】○関心・意欲・態度 つかむ段階
「 」 「 」 ，本教材は，友達を思いやるかえるくんと， 題名 お手紙 の お について考えさせ

かえるくんの思いやりに気付いて喜ぶがまく 自分の経験を想起させる。そして，冒頭から
んとの友情のお話である。友達への関心が高 お手紙をもらったことがないと悲しむがまく
まり始めている本学年の子どもたちにとっ んとその様子を見て悲しい気分になるかえる
て，共感する部分が多く，子どもたちが喜ん くんの様子をとらえ，読み通しのめあてにつ

。 ，で読み進めることができる作品である。 ないでいく 次にあらすじをとらえるために
かえるくんとがまくんがしたことを挿し絵と○コミュニケーション能力

本教材は，会話文が多く，子どもたちの関 対応させながら，順序よくとらえ，読み通し
心の高い役割読みの音読や動作化を取り入れ のめあてのこたえをまとめさせる。それをも
ながら，かえるくんやがまくんの気持ちに迫 とに，もっと詳しく読みたいところを出し合
ることができる教材である。音読や動作化を い，学習計画を立てる。
通して，短く描写を省いた叙述の間にあるが 【 】たしかめる段階
まくんやかえるくんの様子や気持ちを豊かに がまくんやかえるくんのしたことをおさえ
想像させ，自分なりの言葉で表現する場がつ るために，読み取りノートに視写をさせたり
くりやすい。 線を引かせたりする。次に，場面の中心とな

また，想像を膨らませて，自分の言葉で表 るがまくんやかえるくんの行動をもとに様子
現した考えを対話したり 伝え合ったりして を思い描かせるために，動作化や音読を取り， ，
楽しく話し合いながら，コミュニケーション 入れる。そして，がまくんやかえるくんの様
能力を高めていくことができる。 子や気持ちについて挿し絵をもとに友達と対

話し，自分の考えを全体で伝え合って，考え○読む能力
本教材は，短い会話文で構成されており， を確かめたり，広げたりすることができるよ

言葉に立ち止まって，気持ちを想像しながら うにする。最後に，話し合ったことや板書を
読み取るのに適している。簡潔な文章である もとに本時のめあてについて確かになった読
ために 人物の行動と行動の間を行間として みを書きまとめさせるようにする。， ，
豊かに想像させていく読みができる。 【 】まとめる段階

また，作者自身が挿し絵を描いており，言 読み通しのめあてにもどって読み取った内
葉だけでは分かりにくいかえるくんとがまく 容をまとめ，がまくんやかえるくんにお手紙
んの気持ちの推移がその表情や様子に表れて を書いて，親友についての考えを深めること
いる。挿し絵と叙述をつないで，登場人物の ができるようにする。また，読み方について
気持ちを読み取ることができるため，かえる も振り返る。最後に，本単元の学習のまとめ
くんの友達を大切にする行動や気持ちに感心 として，読み確かめたがまくんやかえるくん
したり，親友の存在に気付き，喜ぶがまくん の様子や気持ちが表れるような音読ができる
の様子に共感したりしながら，友情のすばら ように音読発表会をする。
しさについて考えることができる。

↓ ↓
こんな子どもに（単元の目標）

○ かえるくんやがまくんの様子や気持ちを思い描いて楽しく音読し，進んで考えたり，話し合
ったりすることができる。 （関心・意欲・態度）

○ 生活経験や挿し絵とつないだり，音読や動作化したりしながら，かえるくんやがまくんの様
， 。 （ ）子や気持ちを思い描き 話し合うことができる コミュニケーション能力

○ かえるくんやがまくんの様子や気持ちを，主語と述語の関係に注意し，会話や行動を表す言
葉に着目して，想像を広げながら読むことができる。 （読む能力）

○ がまくんを励まし続けるかえるくんと，そのかえるくんの存在に気付くがまくんとのふれあ
いを読み取り，親友について考えることができる。 （内容的価値）



３ 指導計画（１５時間）

期待する子どもの姿 学習活動と内容 教師の支援段階 配時
２ １ 単元名・題名と冒頭から読み

通しのめあてをつくる。
① ○ 様子を考えて読 ( ）単元名・題名と冒頭のがまく ○ 「お」のもつ意味につい1

つ むと，気持ちがわ んの様子について話し合う。 て話し合うことができるよ
かるよ。だから， ○ 単元名について うに 「お手紙」と｢手紙」，
「様子を考えて読 ○ 題名「お手紙」について を比べる。

か もう」なんだね。 ○ 冒頭のがまくんがしたこと ○ 物語の展開への関心を高
○ 大切なことが書 や言ったこと めるために，お手紙をもら

いてある手紙だか ○ 悲しい気分で玄関の前に腰 った経験を想起させる。
む ら「お」がついて を下ろしているがまくんの様 ○ お手紙をもらえず悲しい

いるんじゃないか 子やわけ 気分になっているがまくん
な。 の様子や気持ちについて考

○ がまくんはお手 えるために，挿し絵をもと
紙を一度ももらっ に，友達と対話し，全体で
たことがないから 伝え合うようにする。
悲しい気分なんだ ○ かえるくんも悲しい気分

，ね。 になっていることにもふれ
問題意識を高めておくよう
にする。

① ○ 最初の挿し絵の ( ）冒頭のかえるくんの様子につ ○ 冒頭でのかえるくんの様2
かえるくんの顔は いて話し合い 「ふたりとも」 子の変化について，問題意，
悲しそうじゃない 悲しい気分で玄関の前に腰を下 識を高めるために，１枚目
のに，２枚目の挿 ろしていたことをおさえ，読み と２枚目の挿し絵を比べさ
し絵のかえるくん 通しのめあてをつくる。 せる。
の顔はがまくんと ○ 冒頭のかえるくんがしたこ ○ とても不幸せだというが
同じように悲しそ とや言ったこと まくんの話を聞いて，悲し
うだな。 ○ かえるくんが，がまくんの い気分になったかえるくん

○ かえるくんはが 話を聞いて悲しい気分になっ の様子や気持ちについて考
まくんが一度もお ていく様子や気持ち えることができるように，
手紙をもらったこ ○ がまくんやかえるくんのこ 挿し絵をもとに，玄関の前
とがないと聞いて とでもっと詳しく読みたいこ に腰を下ろしているかえる
びっくりしてるよ と くんの様子や気持ちについ。

○ かえるくんはが て友達と対話し，全体で伝
まくんが悲しいか （読み通しのめあて） え合う。
ら悲しい。だから かなしい気分でげんかんの前
「ふたりとも」悲 にこしを下ろしているかえるく
しい気分なんだ。 んとがまくんは，これからどう

○ これからどんな するのだろう。
ことをするのだろ
う。

２ ２ 全文を読んであらすじをつか
み，読み通しのめあてのこたえ
を書く。

○ お話を全部読ん ( ) 全文を読み，誰が言ったこと ○ 誰が言ったことかをつか1
でどんなお話か考 かをおさえる。 むことができるように，会
えるぞ。 ( ) 挿し絵を順に並べて，それぞ 話文の上にしるしをつけさ2

○ かえるくんがし れの場面でかえるくんやがまく せる。
たこととがまくん んがしていることを話す。 ○ がまくんとかえるくんが
がしたことを見つ ( ) 場面ごとにかえるくんとがま したことをおさえることが3
けるぞ。 くんのしたことをおさえ，読み できるように，がまくんと

通しのめあてのこたえを書きま かえるくんがしたことを表
とめる。 す言葉に線を引かせる。

○ 挿し絵と叙述をつないで
読み通しのめあてのこたえ
が書けるように，挿し絵の
下にかえるくんとがまくん
がしたことを書ける読み取
りノートを準備する。

２ ３ 読み通しのめあてのこたえを
全体でまとめ，かえるくんとが
まくんの様子や気持ちを読み確

。かめるための学習計画を立てる
○ 自分のこたえと ( ) 読み通しのめあてのこたえを ○ 考えの違いがわかるよう1

お友達のこたえは 発表し合い 友達の考えと比べ に，指名をして発表させ，， ，
同じかな。 見直す。 自分の意見と比べることが

○ 友達のこたえも できるようにする。



付け加えよう。

○ かえるんはどう ( ) 各場面を詳しく読み確かめる ○ 読み確かめるための計画2
してお手紙をかた 計画を立てる。 を立てることができるよう
つむりくんに頼ん ○ かえるくんやがまくんの様 に，教師が問い返しをしな
だのかな。 子や気持ち がら，子どもたちに疑問を

○ かえるくんは， ・大急ぎで家へ帰ってお手紙を 出させていくようにする。
どんな気持ちで何 書き，かたつむりくんに頼ん 出された疑問は，それぞれ
回も窓から見たり だかえるくん の場面に位置づける。，
のぞいたりしたの ・お手紙を待つのにあきあきし
かな。 てお昼寝をするがまくんと，

○ まだお手紙が届 かたつむりくんが来るのを心
いていないのに二 待ちにするかえるくん
人ともどうして幸 ・とても幸せな気持ちで座って
せな気持ちなのかな いるかえるくんとがまくん。

○ どんなふうに４ ・四日経って，お手紙をもらっ
日間待っていたの て喜ぶがまくんとそれを見た
かな。 かえるくんやかたつむりくん

／
５ ４ 学習計画をもとに読み確かめ

た る。
○ かえるくんは， ( ）大急ぎで家へ帰ってお手紙を ○ かえるくんが急いでいる1

すごく急いでるな 書き，かたつむりくんに頼むか 様子や気持ちを考えるため。
し ○ かえるくんは悲 えるくんの様子や気持ちを読み に，動作化をして「とび出

しい気持ちになっ 確かめる。 しました」と「出ました」
ているがまくんを ○ 帰ってから飛び出すまで短 を比べて読むようにする。

か 早く喜ばせたかっ い時間にかえるくんが急いで ○ かたつむりくんに頼むか
たから，大急ぎだ たくさんのことをしたこと えるくんの様子や気持ちを
ったんだ。 ○ かえるくんが急いでいるわ 考えるために，挿し絵をも

め ○ 本当のお手紙み け とに友達と対話し，全体で
たいに郵便受けに ・早くがまくんを喜ばせてあげ 伝え合うようにする。
入っていた方がも たい ○ 書きまとめがしやすいよ

る っとがまくんは喜 ○ かたつむりくんにお手紙を うに，読み確かめたかえる
ぶと思ったから， 頼むかえるくんの様子や気持 くんの様子や気持ちを色分
かたつむりくんに ち けして板書する。
頼んだと思うよ。 ・がまくんがもっと喜んでくれ

るようにかたつむりくんに郵
便受けに入れてきて欲しい

① ○ がまくんは，お ( ) あきあきしているがまくんと ○ がまくんが落ち込んでい2
手紙を待つのにも 何度も窓から外をのぞくかえる く様子を見て，かたつむり
うあきあきしてお くんの様子や気持ちを読み確か くんに早く来てほしいと願
昼寝したんだな。 める。 うかえるくんの様子や気持

○ かたつむりくん ○ 落ち込んでいくがまくんを ちを考えるために 「見ま，
がなかなか来ない 励まし続けるかえるくんの様 した」と「のぞきました」
からかえるくんは 子や気持ち を動作化して比べたり，繰
困っているな。 ・がまくんに悲しい思いをさせ り返しを読んだりさせる。

○ がまくんが落ち たくない ○ 落ち込んでいくがまくん
込んでいくから， ○ 何度も窓からのぞくかえる の様子を見て，かたつむり
かえるくんはかた くんの様子や気持ち くんが来るのを心待ちにす
つむりくんに早く ・かたつむりくんに早く来て欲 るかえるくんの様子や気持
来て欲しいと思っ しい ちを考えるために，挿し絵
てるよ。 ・がまくんをこれ以上待たせら をもとに友達と対話し，全

○ かたつむりくん れない 体で伝え合うようにする。
早く来て。 ○ 書きまとめがしやすいよ

うに，読み確かめたがまく
んとかえるくんの様子や気
持ちを上下に分け，色分け
して板書する。

（ ）読み通しのめあてのこたえの方向
かえるくんは，大急ぎで家へ

帰って手紙を書き，かたつむり
くんにがまくんの郵便受けに入
れてきてくれるように頼んだ。
がまくんがお手紙を待つのをあ
きらめているので，がまくんに
お手紙を出したことを教えて，
二人ともとても幸せな気持ちに
なってお手紙が来るのを待っ
た。四日後，お手紙が届いてが
まくんはとても喜んだ。



① ○ お手紙に書いて ( ) とても幸せな気持ちになって ○ 「ああ 「とてもいい3 。」
あることが，がま いくがまくんとかえるくんの様 お手紙だ 」と言ったがま。
くんは嬉しかった 子や気持ちを読み確かめる。 くんの様子や気持ちを考え
んだね。 ○ 「ああ 「とてもいいお るために，がまくんになり。」

。 。○ がまくんはかえ 手紙だ 」と言ったがまくん きって音読するようにする
るくんという親友 の様子や気持ち ○ お手紙の中の「親友」と
がいるとわかって ・お手紙の内容がとてもいい いう言葉の意味について考
とても嬉しかった ・かえるくんという親友がいる え，がまくんとかえるくん
んだね。 と気付いたがまくんの喜び の気持ちに寄り添うことが

○ かえるくんが親 ○ とても幸せな気持ちで座っ できるように，前の場面ま
友だってがまくん ているがまくんやかえるくん でにかえるくんがしたこと
は気付いたから， の様子や気持ち を振り返らせる。
お手紙はまだ届い ・冒頭の挿し絵との表情や姿勢 ○ がまくんやかえるくんが
ていないけど，が の違い。 とても幸せな気持ちになっ
まくんはとても幸 ・がまくんがとても幸せな気持 ている様子や気持ちを考え
せなんだね。 ちになったわけ るために，挿し絵をもとに

○ がまくんに思い ・かえるくんがとても幸せな気 友達と対話し，全体で伝え
が通じたから，か 持ちになったわけ 合うようにする。
えるくんもとても ○ 書きまとめがしやすいよ
幸せな気持ちなん うに，読み確かめたがまく
だね。 んとかえるくんの様子や気

持ちを上下に分け，色分け
して板書する。

① ○ かたつむりくん ( ) 四日間の二人の様子や気持ち ○ がまくんとかえるくんの4
早くお手紙届けて を前時までの学習をもとに想像 思いが通じ，とても幸せな
くれないかなあ。 し，読み確かめる。 気持ちになり，一緒にお手

○ かえるくんはぼ ○ お手紙を待っている四日間 紙を待っていることを確か
く（がまくん）の の二人の会話 めることができるように，
ことを大切に思っ 前時までの板書を振り返ら
てくれてるんだね せる。。

○ がまくんが喜ん ○ 待っている二人の様子や
でくれているから 気持ちを想像することがで
ぼく かえるくん きるように，がまくんやか（ ）
もうれしいよ。 えるくんになりきって二人

組で鉛筆対談をさせる。

① ○ お手紙を読んだ ( ) お手紙をもらって喜ぶがまく ○ お手紙が届いた時の三人5
がまくんはまた嬉 んと，それを見たかえるくんや の様子や気持ちを，挿し絵
しかったね。その かたつむりくんの様子や気持ち と叙述をつないで読むこと
がまくんを見て， を読み確かめる。 ができるようにする。
かえるくんもとて ○ お手紙をもらって喜ぶがま ○ がまくんやかたつむりく
も嬉しかったよ。 くんの様子や気持ち んの気持ちを想像するため

○ かたつむりくん ○ 喜ぶがまくんを見たかえる に，お手紙をもらう時にし
も一生懸命お手紙 くんの様子や気持ち た会話を，がまくんとかた
を運んで，いいお ○ お手紙を届けたかたつむり つむりくんになりきって考
友達だね。 くんの様子や気持ち えるようにする。それを見

ているかえるくんの気持ち
も想像させる。

／
４ ５ 学習を振り返り，読みのまと

ま めをする。
② ○ かえるくん，が ( ) 読み確かめたことを振り返り ○ 題名にもどり，お手紙を1

と まくんのためにい 心に残ったことや感心したこと 通じてどのように二人の気
ろいろできてすご をかえるくんやがまくんへのお 持ちが変わっていったのか

め いね。 手紙というかたちで書きまとめ を振り返るために，板書や
○ がまくんにはか る。 読み取りノートを見直すよ

る えるくんという親 ○ がまくんがかえるくんとい うにする。
友がいたんだね。 う親友の存在に気付いたこと ○ 出てきた読み方を振り返

○ わたしもかえる ○ かえるくんはがまくんを思 るために，読み方カードを
くんみたいにお友 っていつも行動したこと 準備しておく。
達を大事にするよ ( ) 読み方のまとめをする。。 2

② ○ 場面によって読 ６ 音読発表会をする。 ○ 登場人物になりきって音
み方を変えよう。 ( ) 読み確かめたことをもとに， 読することができるように1

。○ 詳しくなったが かえるくんとがまくんになりき 読み取りノートを見直す
まくんやかえるく って音読をする。 ○ 音読の高まりを感じるこ
んの気持ちが伝わ ( ) 友達の音読を聞いて良いとこ とができるように，子ども2
るように音読する ろを見つける。 同士で相互評価をする場を
ぞ。 ○様子や気持ちの表れた音読 つくる。



第２学年 本時指導案

１ 本 時「冒頭のかえるくんの様子について話し合い，読み通しのめあてをつくる場面 （2／15）」
【コミュニケーション１】

２ 本時の目標
○ お手紙をもらったことがないと悲しむがまくんの話を聞いて，自分も悲しい気分になっていく

かえるくんの様子について話し合い，がまくんの様子とつないで，これから二人はどうするかを
読んでいこうとする意欲をもつことができる。

３ 本時の見どころ

本時は，冒頭のかえるくんの様子について話し合い，読み通しのめあてをつくる場面です。が
まくんの隣に腰を下ろしているかえるくんの様子やかえるくんが悲しい気分になっているわけに
ついて，挿し絵をもとに友達と対話します。そのことを全体で伝え合うことを通して，本時の目
標にせまります。

４ 本時指導の考え方
前時に子どもたちは，題名「お手紙」を読み，冒頭のがまくんの様子について話し合い，がまく

んがこれまでに一度もお手紙をもらったことがないこと，お手紙を待つ時間がとても不幸せな気持
ちになることを読み取っている。

本時は，叙述と挿し絵をもとに，かえるくんががまくんとのやりとりの中で，がまくんの悲しさ
に寄り添っていき，がまくんのことを思って悲しい気分になっていくことを読み取り，悲しい気分
の二人はこれからどうするのかを読んでいこうとする意欲をもつことが主なねらいである。

そこで，本時指導にあたっては，次のような手立てをとりながら学習を展開していく。
○ まず，冒頭の２枚の挿し絵を比べ，かえるくんの様子の変化に気付かせる。ここで，なぜ，そ

。 ，のようにかえるくんの様子が変わっていったのかという問題意識をしっかりと持たせたい 次に
本時場面を音読し，視写をして，かえるくんがしたこと・言ったことを確かめる。その後，教師
ががまくん，子どもたちがかえるくんとなって役割音読をし 「いちどもかい」というかえるく，
んの言葉に着目して，かえるくんが，これまで一度もお手紙をもらったことがないと言うがまく
んの話を聞いて驚いたことをおさえることができるようにする。

， 。○ 次に がまくんの隣で玄関の前に腰を下ろしているかえるくんの様子や気持ちについて考える
この時，冒頭の２枚の挿し絵を比べ，かえるくんの様子の違いを見つけ，読み取ったことをもと
にどうしてそのように変わったのか，友達と対話する。そして，対話したことをもとに，かえる
くんの様子や気持ちについての自分の考えを全体で伝え合う。子どもたちが自分の意見を伝える
時には，教師が子どもの意見を受け止め，問い返しながら，子どもたちの考えを引き出すように
し，かえるくんががまくんの悲しさに触れ，がまくんのことを思って，悲しい気分になったこと
をとらえることができるようにしていきたい。

○ これらの活動を通して 「かなしい気分でげんかんの前にこしを下ろしている，がまくんとか，
えるくんはこれからどうするのだろう 」という読み通しのめあてへつなげ，子どもたちが読み。
進めたいという意欲をもつことができるようにしていく。

５ 板書計画
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６ 本時の展開
期待する子どもの姿 学習活動と内容 教師の支援配時

５ ○ がまくんはお手 １ 前時の学習を振り返り，本時学 ○ 前時のがまくんの様子を振
分 紙をもらえなくて 習のめあてを確かめる。 り返ることができるように，

悲しかったよ。今 ぼうとうのかえるくんのようす 前時の板書を振り返る。
日はかえるくんの について話し合い，がまくんのよ ○ 冒頭のかえるくんの様子の
様子を考えよう。 うすとつないで読み通しのめあて 変化に気付かせるため，２枚

○ ２枚目と１枚目 をつくろう。 の挿し絵を比べる。
のかえるくんの様
子は全然違う。ど
うしてかな。

７ ２ 本時場面を音読し，かえるくん
分 の様子や気持ちがわかる言葉をお

さえる。
○「二人とも」だか ( ) 本時場面を音読する。 ○ かえるくんがしたことを確1

らかえるくんも悲 かめることができるように，
しい気分で腰を下 音読をさせる。
ろしているんだ。 ( ) かえるくんの様子や気持ちがわ ○ 本時場面の中心となる言葉2

○ かえるくんはが かる言葉を視写する。 をおさえるために，読み取り
まくんにいろいろ ○ 「いちどもかい 」かえるく ノートに視写をさせる。。
聞いているね。 んがたずねました。

○ ふたりとも，かなしい気分で
げんかんの前にこしを下ろして
いました。

８ ○ がまくんが一度 ３ かえるくんの言ったことを音読 ○ がまくんが一度もお手紙を
分 もお手紙をもらっ し，がまくんがお手紙を一度もも もらったことがないと聞き，

たことがないと知 らったことがないことを知って驚 驚くかえるくんの様子や気持
って，かえるくん くかえるくんの様子やそのわけに ちについて考えるために い，「
はびっくりしたん ついて話し合う。 ちどもかい」をかえるくんに
だ。 ○ 「いちどもかい 」とがまく なりきって音読させる。。

んに尋ねるかえるくんの様子
○ かえるくんが驚いたわけ

○ かえるくんはが ４ がまくんの隣で腰を下ろしてい ○ かえるくんががまくんの隣15
分 まくんがかわいそ るかえるくんの様子や気持ちにつ で腰を下ろしているときの様

うだと思ったから いて話し合う。 子や気持ちについて考えるこ
悲しい気分になっ ( ) 挿し絵をもとに，がまくんの とができるように，冒頭の２1
たんだよ。 隣で玄関のところに腰を下ろし 枚の挿し絵を比べて友達と対

○ がまくんがとて ているかえるくんの様子や悲し 話させる。
も不幸せなきもち い気分になっているわけについ
になっていること て友達と対話する。
に気付いたから， ○ 最初の挿し絵との表情・姿
かえるくんは悲し 勢の違い
い気分になったん ○ かえるくんが悲しい気分に
だよ。 なっているわけ

○ 最初は悲しくな ( ) 自分の考えを全体で伝え合い， ○ 悲しんでいるがまくんのこ2
かったんだけど， 悲しい気分で腰を下ろしているか とを思ってかえるくんが悲し
がまくんの話を聞 えるくんの様子や気持ちについて い気分になっていることを確
いて，かえるくん 話し合う。 かめるために，自分の考えを
も悲しくなったん ○ がまくんのことを思っている 全体で伝え合うようにする。
だ。がまくんは友 かえるくんの気持ち その際，子どもの意見を受け
達だからだね。 止め，問い返しながら，考え

を高めていくことができるよ
うにしていく。

○ 悲しい気分のが ５ 読み取ったがまくんとかえるく ○ お手紙がもらえずに悲しい10
，分 まくんとかえるく んの様子や気持ちをもとに，読み 気分になっているがまくんと

んはこれからどう 通しのめあてについて話し合い， がまくんの話を聞いてがまく
するのかな。 本時学習をまとめる。 んの悲しさに寄り添い，悲し

い気分になっていくかえるく
○ 早くお話の続き （読み通しのめあて） んの気持ちの変化をおさえ，

が読みたいな。 かなしい気分でげんかんの前に 読み通しのめあてにつないで
こしを下ろしているがまくんとか いくことができるように，板
えるくんは，これからどうするの 書を振り返る。
だろう。



第２学年 本時指導案

１ 本 時 「大いそぎで家へ帰り,がまくんにお手紙を書いたかえるくんの様子や気持ちを読み確
かめる場面 7/15） コミュケーション３】」（ 【

２ 本時の目標
， ，○ 大急ぎで家へ帰ってお手紙を書き かたつむりくんに頼むかえるくんの様子について話し合い

がまくんを喜ばせようと一生懸命になっているかえるくんの気持ちを，想像を広げながら読み確かめ
ることができる。

３ 本時の見どころ

本時は，がまくんを喜ばせたいという一心で家へ帰ったかえるくんの様子や気持ちを読み確か
める場面です。かたつむりくんにお手紙を頼むかえるくんの様子と気持ちについて挿し絵をもと
に友達と対話します。そのことを全体で伝え合うことを通して，本時の目標にせまります。

４ 本時指導の考え方
前時までに子どもたちは，かえるくんやがまくんのしたことをもとに，自分なりの読み通しのめ

あてのこたえを書きまとめ，詳しく読んでいきたいことを出し合い，学習計画を立てている。
本時は，かえるくんが大急ぎで家へ帰ってがまくんへのお手紙を書き，かたつむりくんに頼む場

面である。動作化や音読をしたり，挿し絵をもとに対話したりすることを通して，がまくんを喜ば
せたい一心で行動しているかえるくんの様子や気持ちを読み確かめることが主なねらいである。

そこで，本時指導にあたっては，次のような手立てをとりながら学習を展開していく。
○ まず，本時場面を音読し，かえるくんがしたことを視写し，かえるくんが短い時間にたくさん

のことをしていることをとらえさせる。その後 「大急ぎ」や「とび出しました」の叙述に着目，
させ，急いでしたことをとらえることができるようにする。さらに 「とび出しました」と「出，
ました」を動作化して比べることによって，かえるくんが急いで行動している様子を確かめる。

○ さらに，かえるくんがお手紙の内容をいつ考えたのかについて話し合う。子どもたちが考えを
出す時には，どうしてそう思ったのかと問い返し，それまでの叙述や挿し絵をもとに，かえるく
んがいつお手紙の内容を考えたのかについて，子どもたちなりに根拠を持って話し合い，考えを
高めることができるようにしていく。

○ その後，お手紙をかたつむりくんに持っていってもらうように頼むかえるくんの様子や気持ち
について話し合う。かえるくんの様子や気持ちについて自分の考えをもつことができるように，
かえるくんの表情や姿勢を挿し絵から読み，どうしてそうしているのかについて，友達と対話す
る。そして，対話して明らかになったかえるくんの様子や気持ちを全体で伝え合い，お手紙を書
いた後もがまくんを喜ばせようとしているかえるくんの気持ちを確かめることができるようにす
る。

これらの活動を通して，家へ帰る時からお手紙を書く時，お手紙を書いた後もずっとがまくん
のことで頭がいっぱいになっているかえるくんの様子や気持ちを読み確かめさせていく。

○ 学習のまとめでは，板書をもとに読み確かめたことを振り返る。その後，書き出しを与え，お
家の人へ伝えるという相手意識をもたせて，本時のかえるくんの様子や気持ちを書きまとめていく。

５ 板書計画
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６ 本時の展開
期待する子どもの姿 学習活動と内容 教師の支援配時

２ ○ 今日から「はて １ 前時の学習を振り返り，本時学 ○ 学習計画表の子どもたちの
分 な」のこたえを見 習のめあてを確かめる。 「はてなカード」を板書に位

つけるために詳し 置付け，めあてにつなぐ。
く読んでいくぞ。 大いそぎで家に帰ってお手紙を

書いたかえるくんのようすや気も
ちをくわしく読もう。

７ ２ 本時場面を音読し，お手紙を書
分 くかえるくんの様子や気持ちがわ

かる言葉をおさえる。
○ かえるくんのし ( ) 本時場面を音読する。 ○ かえるくんがしたことを確1

たことを見つけよう かめることができるように，。
音読させる。

○ こんなにたくさ ( ) かえるくんの様子や気持ちがわ ○ 本時場面の中心となる言葉2
んのことをかえる かる言葉を視写する。 をおさえるために，読み取り
くんはしたんだな ○ 大いそぎで家へ帰りました。 ノートに視写をさせる。。

○ 見つけました。
○ 書きました。 ○ かえるくんが一生懸命にお
○ 入れました。 手紙を書く様子をとらえるこ
○ 書きました。 とができるように，挿し絵と
○ とび出しました。 叙述をつないで読ませる。
○ 会いました。
○ おねがいだけど
○ がまくんの家へもどりました

８ ○「とび出す」はド ３ かえるくんが急いでいる様子や ○ 「大急ぎ」という言葉とつ
分 アを勢いよく開け 気持ちについて話し合う。 ないで，叙述にもどり，かえ

て出るよ 出る ○ 「とび出しました」と「出ま るくんが帰ってから家を出る。「 」
は，ふつうにゆっ した」の違い までにたくさんの行動をした
くり出るよ。 ○ かえるくんが急いでいるわけ ことをおさえる。

○ 悲しんでいるが ○ かえるくんが急いでいる様
まくんを早く喜ば 子や気持ちを考えるために，
せたいから，かえ 「とび出しました」と「出ま
るくんは急いでい した」を動作化して比べる。
るんだな。

８ ○ 頭の中はがまく ４ かえるくんは，いつお手紙の内 ○ かえるくんがいつお手紙の
分 んのことでいっぱ 容を決めたのかを想像し，話し合 内容を決めたのかについて，

いだ。 う。 考えることができるように，
○ がまくんと一緒に腰を下ろし 前の場面とつなげて子どもた

ている時 ちに意見を出させる。それら
○ かえるくんの家へ帰る時 の意見を受けとめて，問い返

しながら，考えを高めていく
。ことができるようにしていく

５ お手紙をかたつむりくんに頼ん15
分 だかえるくんの様子や気持ちにつ

いて話し合う。
○ 腰をかがめてい ( ) 挿し絵をもとに，お手紙をか ○ かたつむりくんにお手紙を1

るよ。一生懸命頼 たつむりくんに頼んだかえるく 頼むかえるくんの様子や気持
んでいるからだよ んの様子やわけについて対話す ちについて考えることができ。

○ がまくんの郵便 る。 るように，挿し絵をもとに，
受けにお手紙が入 ○ 挿し絵のかえるくんの表情 友達と対話させる。
っていた方が喜ぶ や姿勢とそのわけ
だろうと思って， ( ) 自分の考えを全体で伝え合い， ○ かえるくんの様子や気持ち2
かたつむりくんに かえるくんの様子や気持ちについ について考えたことを確かに
頼んだんだよ。 て話し合う。 したり広げたりするために，

。○ かたつむりくんにお手紙を頼 自分の考えを全体で伝え合う
んだわけ

５ ○ 今日のかえるく ６ 本時学習をまとめる。 ○ 自分なりに書きまとめがで
分 んは，かたつむり ( ) 本時の読み方を振り返る。 きるように，板書を振り返ら1

くんを早く喜ばせ せる。
るために，お手紙 ○ 相手意識をもって書きまと
を大急ぎで心をこ ( ) 読み確かめたことを書きまとめ められるように，お家の人へ2
めて書いたよ。そ る。 の手紙として書きまとめさせ
して，がまくんが る。
もっと喜ぶように ○ 書きまとめる内容を明確に
かたつむりくんに するために，読み取りノート
お手紙を預けたよ に書き出しを書いておく。。



第２学年 本時指導案

１ 本 時「とても幸せな気持ちになっていったがまくんとかえるくんの様子や気持ちを読み確かめ
」（ ） 【 】る場面 9/15 コミュニケーション３

２ 本時の目標
○ かえるくんの思いを知り，かえるくんという親友の存在に気付いたがまくんと，そのがまくん

の様子を見たかえるくんの様子や気持ちを，想像を広げながら読み確かめることができる。

３ 本時の見どころ

本時は，がまくんとかえるくんがとても幸せになっていった様子や気持ちを読み確かめる場面
です。二人ともとても幸せな気持ちになった様子とそのわけについて，挿し絵をもとに友達と対
話します。そのことを全体で伝え合うことを通して，本時の目標にせまります。

４ 本時指導の考え方
前時までに子どもたちは，がまくんのためにお手紙を書いたり，励ましたりしているかえるくん

の様子や気持ちと，かえるくんの気持ちに気付かずに落ち込んだままのがまくんの様子や気持ちを
読み確かめてきている。

本時は，かえるくんががまくんにお手紙のことを話し，二人がとても幸せな気持ちになる場面で
ある。会話文を音読したり，挿し絵をもとに対話したりすることを通して，かえるくんという親友
の存在に気付いたがまくんの様子，自分の思いが伝わったかえるくんの様子を読み取り，二人の気
持ちが通じ合っていくことを読み確かめていくことが主なねらいである。

そこで，本時指導にあたっては，次のような手立てをとりながら学習を展開していく。
○ まず，本時場面を音読し，がまくんとかえるくんの様子や気持ちがわかる言葉をおさえるため

に，読み取りノートに視写をさせる。
○ 次に，がまくんがお手紙のことを聞き「ああ 「とてもいいお手紙だ 」と言った気持ちにつ。」 。

いて考えさせる。まず，がまくんの言葉を音読し，がまくんが喜んでいる様子をおさえる。そし
て，お手紙のどこがいいのかについて話し合う。この時 「親友」という言葉に着目させ，これ，
までのかえるくんの言動とつなぎ，親友の意味やがまくんの喜びについて考えさせたい。

○ そして，お手紙のことを話したかえるくんとそれを聞いたがまくんが，とても幸せな気持ちで
お手紙を待つ様子や気持ちについて話し合う。二人の様子や気持ちについて自分の考えをもつこ
とができるように，冒頭の挿し絵と本時場面の挿し絵を比べて読み，表情や姿勢の違いとそのわ
けについて友達と対話する。そして，対話して明らかになったかえるくんやがまくんの様子や気
持ちを全体で伝え合い，がまくんがかえるくんという親友の存在に気付いてとても幸せな気持ち
になったことや，かえるくんが自分の思いが通じてとても幸せな気持ちになったことを確かめる
ことができるようにする。これらの活動を通して，お手紙をもらえる喜びから，かえるくんが書
いてくれたお手紙の内容に対する喜び，かえるくんという親友の存在に気付いた喜びへと高まっ
ていくがまくんの気持ちと，がまくんの喜ぶ様子を見て，自分の思いが伝わって喜ぶかえるくん
の気持ちを読み確かめさせたい。

○ 学習のまとめでは，板書をもとに読み確かめたことを振り返る。その後，書き出しを与え，お
家の人へ伝えるという相手意識をもたせて，本時のかえるくんとがまくんの様子や気持ちを書き
まとめていく。

５ 板書計画
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６ 本時の展開
期待する子どもの姿 学習活動と内容 教師の支援配時

５ ○ 前は，かえるく １ 前時の学習を振り返り，本時学 ○ 前時の「お家の人へ」を読
， 。分 んが，かたつむり 習のめあてを確かめる。 み 前時の学習を想起させる

くんが来るのを待 とてもしあわせな気もちになっ ○ 学習計画表の子どもたちの
っていたね。 ていくがまくんとかえるくんのよ 「はてなカード」を板書に位

○ がまくんは，ど うすや気もちをくわしく読もう。 置づけ，めあてにつなぐ。
んどん落ち込んで
いったよ。 ２ 本時場面を音読し，がまくんと10

分 かえるくんの様子や気持ちがわか
る言葉をおさえる。

○ かえるくんは， ( ) 本時場面を音読する。 ○ がまくんやかえるくんがし1
がまくんにお手紙 たことや言ったことを確かめ
のことを話したん ることができるように，音読
だね。 をさせる。

( ) がまくんとかえるくんの様子や ○ 本時場面の中心となる言葉2
気持ちがわかる言葉を視写する。 をおさえるために，読み取り
○ 「ああ 「とてもいいお手 ノートに視写をさせる。。」
紙だ 」。

○ ふたりとも，とてもしあわせ
な気もちで，そこにすわってい
ました。

３ がまくんが 「ああ 「とても10 ， 。」
分 いいお手紙だ 」と言った様子や。

気持ちについて話し合う。
○ 「親友」って書 ( ) がまくんの言葉を音読し 「あ ○ がまくんの喜んでいる様子1 ，

いてあったから と あ 「とてもいいお手紙だ 」と や気持ちを考えるために，が「 。」 。
てもいいお手紙だ 言ったわけについて話し合う。 まくんになりきって音読させ。」
って言ったんじゃ ○ 親友と書いてあるから る。
ないかな。 ○ かえるくんが自分のために書 ○ どこがとてもいいお手紙な

いてくれたお手紙だから のかを考えさせるために，こ
れまでの学習をもとに，子ど
もたちに意見を出させる。そ
れらの意見を受けとめて，問
い返しながら，考えを高めて
いくことができるようにして
いく。

○ これまでかえる ( ) かえるくんの言動を振り返り， ○ 「親友」という言葉の意味2
くんがしてくれた 親友の意味について話し合う。 をつかむことができるように
ことも思い出して ○ 相手の立場を思いやる かえるくんががまくんのため
かえるくんは親友 ○ 友達を思って行動する にしたことを，前時までの板
だとがまくんは気 書をもとに振り返らせる。
付いたんだね。

４ とても幸せな気持ちで座ってい15
分 るがまくんとかえるくんの様子や

気持ちについて話し合う。
○ がまくんは，目 ( ) 挿し絵をもとに，とても幸せに ○ がまくんとかえるくんがと1

も口もにっこりし なったがまくんやかえるくんの様 ても幸せな気持ちになってい
ているよ。かえる 子やわけについて対話する。 る様子やわけについて考える
くんが親友だって ○ 冒頭の挿し絵との表情や姿勢 ことができるように，冒頭の
気付いたからだと の違いとそのわけ 挿し絵と本時場面の挿し絵を
思うよ。 比べて友達と対話させる。

○ 二人で肩を組ん ( ) 自分の考えを全体で伝え合い， ○ 二人の様子や気持ちについ2
で，体がくっつい 二人の様子や気持ちについて話し て考えたことを確かにしたり
ているよ。二人の 合う。 広げたりするために，自分の
気持ちが通じ合っ ○ 二人とも，とても幸せになっ 考えを全体で伝え合う。
て，親友だってわ たこと
かったからだと思 ○ 二人の気持ちが通じ合ったこ
うよ。 と

５ ５ 本時学習をまとめる。
分 ○ がまくんは，か ( ) 本時の読み方を振り返る。 ○ 自分なりに書きまとめがで1

えるくんが親友だ きるように，板書を振り返ら
と思ってくれてい せる。
ることがわかった ( ) 読み確かめたことを書きまとめ ○ 相手意識をもって書きまと2
から，とても幸せ る。 められるように，お家の人へ
な気持ちになった の手紙として書きまとめさせ
よ。 る。

○ かえるくんのが ○ 書きまとめる内容を明確に
まくんへの気持ち するために，読み取りノート
が伝わったよ。 に書き出しを書いておく。




